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 早いもので、暦は１１月となり、今年も残すところ２か月を切りました。１日に実施した全 

校集会では、１年のまとめをどうしていくかについて話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 翌朝、登校時のあいさつが４月から見てきて、一番素晴らしかったです。 

それは「多くの人」から「みんなで」という気持ちが、みんなから伝わっ 

てきたからです。この日登校の見守りをしてくださった方から「小学生の 

あいさつはすごく元気がありますね」とおほめの言葉をいただきました。 

 ぜひこれからも、「みんなで」しっかりとした“一歩”を刻んでいきま 

しょう！ 

※右の写真は、校門前に自分たちから進んで集まって、行きかう人や運転 

 手さんに、笑顔であいさつをしていたメンバーです。 

         

 

 

          №１８                     令和３年１１月 ４日 

        
         「夢を抱き、絆を大切にできる子どもを育もう～「よろこばせごっこ」で 

 

 都農町立都農小学校 TEL 0983-25-0049 FAX 0983-25-0273 文責；校長 三橋正洋 

１１１１月月ののキキーーワワーードドはは「「みみんんななでで」」  

 先週水曜日、都農町の教育委員会の方々が、みなさんの様子を見に来られました。その時にみなさ

んのことをたくさんほめていただきました。どんなところをほめられたというと… 

 ・ 元気がよくて、笑顔であいさつする人が多いですね。 

 ・ 靴箱の靴がいつもしっかり並んでいますね。 

 ・ 廊下や教室での過ごし方が、とても落ち着いていますね。 

 ・ 返事をしっかりできる子が多いですね。 

 ・ この学校を随分前に卒業していますが、古い学校のはずなのに、いつもきれいにしているとこ  

  ろが多いですね。 

 さて、この５つは、まとめると、何につながっていると思いますか？ 

 これらはまさしく「５つのできる子プラス１」（あいさつ、はきもの、右一静歩、返事、そうじ、よ

ろこばせごっこ）です。都農小みんなで、これまで「全力一心」で頑張ってきた証拠です。少しずつ

これが、一人一人の力に結び付いて、当たり前のように自然と行動に出てくるようになってきたので

す。 

 では、これから、さらに全校で高めていくためには、どうすればいいと思いますか。実は、すべて

のよさに、ある共通した言葉があります。それは 

 多いですね 

です。この言葉を 

 みんな 

に変えていくことが、これからの目標です。来月、第2回の「５つのできる子プラス１」のチェック

をします。ぜひこれらの６つのポイントが、「みんな」完全にできた、と言えるように、頑張っていき

ましょう。みんなで声をかけ合って励まし合って、さらにすばらしい学校にしていきましょう。 



 この日の集会は、その後、今月の月目標について説明がありました。 
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家庭での声かけ、見届けをよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 ２日(火)、３年生は「味覚の授業」をしました。これは、「みやざきの食と農を考える県民会 

議」が実施している事業で、体験を通して味覚について学ぶものでした。子どもたちは五感を 

フル稼働して、楽しく生き生きと学んでいました。大人も、たくさんの学びがありましたので、 

紹介します。 

 

 

 

 

 

 
 

 最後に”フランスからのプレゼント”をかぶって写真撮影。貴重な１時間となりました。ご 

指導いただいた先生、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊明日は参観日となっています。５校時が参観授業、その後懇談会、家庭教育学級の計画です。 

 ご案内通り、①参観にあたっては「保護者名札」の着用 ②「検温」「マスク着用」「ソーシ

ャルディスタンス」「私語の禁止」の徹底 等、子どもたちの命を守る手立てを講じており

ますので、よろしくお願いいたします。なお児童の下校は、１４：３５を目途に、通常通り

の下校となります（詳細は10/8付の文書をご覧ください）。 

大大 人人 もも 学学 びび まま しし たた ～～ ３３ 年年 味味 覚覚 のの 授授 業業  

・味の基本は、甘み、苦み、酸味、塩味、うま味の五味。料理は、この五味が組み合わさ

ってできている。 

・酸っぱさと苦みは、子どもの頃は苦手。それは下にあるみらい細胞が、子どもの方が多

いため、強く感じるからである。酸っぱさは食べ物が腐っていることもあり、また苦み

は毒があることもある。それらを自分で判別できるようになっていくと、みらい細胞は

少なくなり、美味く感じるようになる。 


